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■今月の表紙
「インテックス大阪 安全大会 2025」

　インテックス大阪運営共同企業体は、8月4日（月）、
インテックス大阪3号館にて、「インテックス大阪 安全
大会2025」を開催する。展示会シーズン本格化を目
前に、施工現場の安全確保と関係者の意識向上を目
的とした本大会は、今回で8回目となる。
　2025年のスローガンは、「見逃すな！ 慣れた手順も 
落とし穴」。作業に慣れているからこそ見過ごしがちなリ
スクを改めて見直し、事故ゼロをめざす。大会では、実
際にインテックス大阪で発生した事故をもとにしたケース
スタディや、緊急時の連絡体制の確認、過去の社会
情勢に応じた安全対策の共有などが行われる予定だ。
　本安全大会は2017年にスタートし、これまでにG20
大阪サミット時のテロ対策や、新型コロナウイルス感染
症拡大時の衛生対策など、時代に応じた実践的な講
演が取り入れられてきた。施設管理者のみならず、主
催者、施工会社など多岐にわたる関係者が参加し、安
全を共通の価値観として共有する貴重な機会として注目
されている。


